日本生理学会大会の英語化に関するアンケート

平成18年3月10日

学術・研究委員会（委員長 久保義弘）

日本生理学会・学術研究委員会では、これまでに、生理学会大会の英語化とその具体的なスケジュールを提言してきました。2009年の京都で行われる国際生理学会 (IUPS2009) へ向けて、またその目的のみにとどまらず、広く海外からの参加者を受け入れることのできる態勢をつくり、生理学会大会の国際化・高度学術化を進めていくためです。そのアウトラインに従い、福岡大会、札幌大会、仙台大会、群馬大会において、各大会長をはじめとする先生方のご尽力により、導入が進められてきました。これまでに進めてきた主な変更点は、以下の 5点です。

1. 和文抄録を廃止し、事前配布の英文抄録に一本化。

   ただし、演題、氏名、所属の英文、和文併記のプログラム集を、別途配布。

2. ポスターの記述を英語化。

   ただし、演題名、氏名、所属は、英文・和文併記。

3. 特別講演、シンポジウムの発表を英語化。ただし、質疑応答は日本語可。また、一部の教育講演、 生理学教育・動物倫理等のシンポジウムは例外とする。

4. 一般演題のうち、発表者が英語での口演を諾とするものの中から、プログラム委員会が選抜して、英語での一般口演のセッションを実施。ただし、質疑応答は日本語可。

5. 英語一般口演のセッションには、外国人の発表演題も公募して、一部にトラベルアワードを支給。

今回、学術研究委員会では、これまでの大会英語化に対する皆様のご意見をお伺いして、今後の方向を考えるために、アンケートを行うことにしました。IUPS2009 を控え、大きな後戻りはしない方針ですが、問題があれば、それを浮き彫りにして、後戻りすることなく解決するにはどうすればよいかを考える所存です。ご協力をよろしくお願いいたします。
回答方法は、以下のA, Bを併用いたします。どちらかご都合のよい方でご回答下さい。

A. 「英語化アンケートWin」、「英語化アンケート Mac」と題したWordファイルを、学会ホームページ中の学術研究委員会のページ http://physiology.jp/exec/page/report_gakujutsu/) に置きます。これをダウンロードして回答をご記入の上、ファイル名を変更せずに保存し、そのファイルをメールに添付し、学会事務局 （psj@qa2.so-net.ne.jp; このメールの送信アドレスです） にご返送下さい。締め切りは、群馬大会終了後の4月8日 とします。事務局で氏名がわからないようにファイルだけを切り離して回収いたします。 もしくは、

B. 群馬大会会場受付に置いてある用紙に記入し、もしくはファイルをダウンロードして事前に記入・印刷した用紙を、大会期間中に受付に設置する回収箱にご投函下さい。

　以上により匿名性は守られますが、ファイルおよびアンケート用紙に、記名欄を用意しますので、記名下さる方（任意です）はご記入下さい。さらなるご提言の問い合わせ等に使わせていただきます。

　ぜひ、多数の会員の皆様のご意見をお聞かせいただきたいと存じます。部分的な回答でも構いません。選挙とは違いますので、厳密な管理は行いませんが、回答は一人一回限りとして下さい。
回答用紙

質問1-5 については、スコア (5,4,3,2,1 および 0) と文章での意見をご記入下さい。

スコアの5は強い肯定的意見、1は、強い否定的意見、3は中間的意見を意味します。

5： 意義が大きく、非常に好ましい。
4： 意義があり、好ましい。
3： どちらでも良い。
2：　問題があり、好ましくない。
1： 深刻な問題があり、非常に好ましくない。
0： よくわからない。判断できない

スコアで表現しがたいご意見は、文章でご自由にご記入下さい。

質問１: 変更点１ 「和文抄録を廃止し、事前配布の英文抄録に一本化。ただし、演題、氏名、所属の英文、和文併記のプログラム集を、別途配布。」　についてのご意見をお聞かせ下さい。

スコア：

ご意見：

質問2： 変更点2 「ポスターの記述を英語化。ただし、演題、氏名、所属は、英文・和文併記。」 についてのご意見をお聞かせ下さい。

スコア：

ご意見：

質問3: 変更点 3 「特別講演、シンポジウムの発表を英語化。ただし、質疑応答は日本語可。また、一部の教育講演、生理学教育・動物倫理等のシンポジウムは例外とする。」 についてのご意見をお聞かせ下さい。

スコア：

ご意見：

質問4: 変更点 4 「一般演題のうち、発表者が英語での口演を諾とするものの中から、プログラム委員会が選抜して、英語での一般口演のセッションを実施。ただし、質疑応答は日本語可。」 についてのご意見をお聞かせ下さい。

スコア：

ご意見：

質問5: 変更点 5 「英語での一般口演のセッションには、外国人の発表演題も公募して、その一部にトラベルアワードを支給。」 についてのご意見をお聞かせ下さい。

スコア：

ご意見：
質問6-9 については、ご自由に、文章で意見をご記入下さい。
質問 6: 大会英語化に伴うデメリットとして、発表内容の理解や意志の疎通が不十分になってしまう可能性のあることがあげられます。これ以外にどのようなデメリットがあるでしょうか？

（例： 結果として、門戸がせばめられ、参加者数が減少する。）

質問 7: それらのデメリットを解決するためには、英語化を後戻りする以外にはどのような方策があるでしょうか？

（例：　大学院生の発表のトレーニングの場として、地方会の充実をはかる。）

質問 8: 英語化は、大会の国際化を通して、大会・学会の発展をはかることを目的としています。大会の国際化のために、英語化以外にどのようなことを行えばよいでしょうか？

（例： 海外からの参加者のためのトラベルグラントをさらに拡張する。）

質問 9: 学会、大会の活性化と発展のためのお考えをご自由に記述下さい。

（例:　やみくもに会員数を増やせばよいというわけではない。）

質問10-13 では、あなたご自身について、おたずねいたします。番号でお答え下さい。

質問 10: ご所属
1. 医学科生理学教室

2. 医学科の生理学教室以外

3. 保健衛生学科、看護学科、リハビリテーション学科等の医学系教室
4. 歯学部

5. 薬学部、生命科学等

6. 薬学部、生命科学以外

7. 理（工）学部、生命科学等

8. 理（工）学部、生命科学以外

9. 心理学等の学部
10. 国公立関係の研究所等

11. 国公立関連の試験所等

12. 企業の研究所等

13. 上記以外

回答：　

質問 11: 年齢

1. 20 代

2. 30 代

3. 40 代

4. 50 代

5. 60 代

6. 70 代以上

回答：　

質問 12: 役職等

1. 教授

2. 助教授

3. 助手

4. 研究員

5. ポスドク

6. 技官、技術補佐員等

7. 大学院博士過程

8. 大学院修士課程

9. 学部学生

10. 上記以外。

回答：　

質問 13: 留学経験

1. ある（長期、年の単位）

2. ある（短期、月の単位）
3. 留学経験はないが、海外の学会に参加した経験がある。
4. なし。

回答：　

質問 14: 氏名

よろしければ、ご所属、ご氏名をご記入下さい（任意です）。
